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 賀
詞
交
歓
会
開
催 

  
令
和
６
年
１
月
31
日(

水)

、

商
工
会
館
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

東
久
留
米
市
長
、
市
議
会
議

長
、
市
議
会
厚
生
委
員
及
び
、

関
係
者
各
位
の
皆
様
に
ご
出
席

頂
き
、
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
は
会
長

以
下
、
役
員
と
関
係
職
員
が
出

席
い
た
し
ま
し
た
。 

初
め
に
、
能
登
半
島
地
震
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
黙
と
う
を
行
い

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
事
務
局
長
か
ら
、

ご
来
賓
の
皆
様
の
紹
介
が
あ

り
、
引
き
続
き
、
会
長
の
開
会

挨
拶
、
市
長
挨
拶
の
後
、
市
議

会
議
長
の
発
声
の
も
と
、
乾
杯

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

歓
談
の
間
に
は
、
余
興
を
は

さ
み
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
出
席
者
の
皆
様
と
交
流

を
行
う
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ

ー
の
活
動
等
に
つ
い
て
、
説
明

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

   

 
                     

 

 

 市長挨拶 

富田 竜馬 市長 挨拶 沢田 孝康 市議会議長 乾杯 名和 卓良 会長 挨拶 

小田桐 貞 副会長 閉会挨拶 

会場 

設営準備 
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東久留米市長 
      富富田田  竜竜馬馬  
 

本年１月１日に令和６年能

登半島地震が発生いたしまし

た。亡くなられた方々に心か

らお悔やみを申し上げるとと

もに、被災されたすべての

方々にお見舞いを申し上げま

す。また、被災地の一日も早

い復興を願っております。 

さて、貴センターにおかれましては、高齢者の

就業機会を確保し、その能力を発揮できる社会の

実現に向けた重要な役割を果たされており、名和

会長をはじめとする皆様方の、たゆまぬご尽力の

賜物と深く敬意を表するとともに、感謝を申し上

げます。 

会員の皆様方におかれましては、シルバー人材

センターの設立理念である「自主・自立、共働・

共助」のもと、地域に密着した就労活動を通じ

て、地域社会を支える重要な担い手となっていた

だいているものと認識をしております。また新た

に通称「フリーランス新法」が公布され、貴セン

ター、会員の皆様を取り巻く環境も変化していく

ものと思われます。そのような状況ではございま

すが、引き続き長年培ってこられた知識と経験を

活かしていただきながら、皆様方の能力を存分に

発揮していただければ幸いでございます。 

私は、「あんしんして暮らせるまち」を本市の

理想像とし、市政運営に取り組んでおり、その実

現に向けた「未来を創るための八つの策」のひと

つとして、「いきいきと健康に暮らせるまち」を

掲げております。地域包括ケアシステムの構築や

健康寿命の延伸に向けた取り組みなど様々な施策

を通じて、誰もが安心して、健康でいきいきと暮

らせる環境を、実現してまいりたいと考えており

ます。 

この「あんしんして暮らせるまち」の実現に向

けては、会員の皆様方に地域で存分にご活躍いた

だくことが大変大きな力になるものと考えており

ます。ご協力を切にお願い致しますとともに、ご

活躍を心より祈念しております。 

結びに、貴センターの今後の益々のご発展と皆

様方のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、ご挨拶

とさせて頂きます。 

 

東久留米市シルバー人材センター会長 

名名和和  卓卓良良  

  
新しい年を迎え、皆様には

お健やかにお過ごしのことと

心よりお慶び申し上げます。 

令和 6年を迎えております

が、年頭に発生した能登半島

地震により亡くなられた多く

の方に哀悼の意を表するとと

もに、被災された皆様に心か

らお見舞い申し上げます。 

さて、ここ数年の間猛威を振るっていた新型コ

ロナは昨年 5 類へ分類されることとなり、社会全

体が少しずつ日常を取り戻しつつあります。当セ

ンターにおきましても、昨年から集合して行う各

種のイベント等へ多くの会員の方にご参加いただ

いており、新型コロナの影響は日に日に薄れてき

たと感じています。 

今年はこれからの当センターの発展につなげて

いけるよう、これまで以上に会員の増大、就業開

拓に力を入れるとともに、センター内の人と人と

のつながりの再生に努めたいと思います。 

一方で、今年の大きな課題としてフリーランス

新法への対応があります。フリーランス新法はフ

リーランスを保護するために、発注者への規制を

目的とする法律で、今年の秋に施行される予定で

す。シルバー人材センターの会員も保護対象とな

り、就業前に発注者から契約条件を明示すること

などが盛り込まれており、契約条件の明示等を速

やかに実施するため会員の皆様を含めた業務のデ

ジタル化を進める必要があります。 

また、この法律の趣旨を生かすため発注者・セ

ンター・会員間の契約方法の見直しを関係省庁等

で検討しており、実施内容・スケジュール等が固

まった段階で関係する皆様へご説明し、進めて行

きたいと思います。この見直しは請負・再請負と

いったシルバー事業の現行の契約方法を変更する

もので、これに伴ってインボイス制度に関連する

消費税の課税関係も変更になるものです。 

最後になりましたが、本年が皆様にとって明る

く幸多い年となりますことを心からご祈念申し上

げまして新年のご挨拶といたします。 
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コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い

た
地
域
懇
談
会
が
、
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
こ
で
は
「
幸
町
地
域
」
と

「
中
央
町
地
域
」
の
懇
談
会
の

様
子
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 【
幸
町 

堀
江
担
当
理
事
記
】 

11
月
28
日
（
火
）
、
幸
町
都

営
住
宅
の
集
会
所
で
会
員
22
名

と
会
長
及
び
事
務
局
か
ら
片
桐

次
長
が
出
席
し
、
久
し
ぶ
り
の

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
担
当
理
事
と
、
班
長
一

名
の
交
代
が
３
年
前
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
地
域
会
員
に

挨
拶
す
る
機
会
が
持
て
ず
に
来

ま
し
た
が
、
や
っ
と
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
長
か

ら
シ
ル
バ
ー
の
現
状
報
告
、
そ

し
て
片
桐
次
長
か
ら
は
、
シ
ル

バ
ー
の
様
子
の
話
が
あ
り
、
懇

談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

３
年
の
空
白
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
自
己
紹
介
で
、
す

っ
か
り
場
が
和
み
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
に
会
え
て
と
て
も
充
実
し

た
会
が
で
き
ま
し
た
。 

【
中
央
町 

巖
渕
担
当
理
事
記
】 

11
月
24
日
（
金
）
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
参
加
し
た
会
員
は
、
班

長
単
位
で
席
を
設
け
、
ケ
ー
キ

と
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

顔
見
知
り
に
な
る
事
を
主
体

に
、
地
域
が
近
い
方
で
の
グ
ル

ー
プ
懇
談
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 セ

ン
タ
ー
に
関
す
る
質
疑
応

答
は
担
当
理
事
が
対
応
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で

継
続
す
る
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

  

 

【
事
業
部
会 

齋
藤
理
事
記
】 

 

令
和
5
年
12
月
15
日(

金)

、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
に

於
い
て
、
4
年
ぶ
り
に
全
体
研

修
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
46
名
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
に
出
席
し
て
戴
き

ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
、
各
グ
ル

ー
プ
の
就
業
内
容
や
課
題
等
の

情
報
交
換
を
し
て
頂
き
、
一
つ

で
も
自
分
の
就
業
グ
ル
ー
プ
の

問
題
点
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
発
化
に
つ
な
が
る

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
共
有
し
て
、

活
か
し
て
戴
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
部
で
は
、
名
和
会
長
挨

拶
の
後
、
田
村
理
事
に
よ
る

「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
」
の
題
で
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
後
、
4
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
仕
事
別
Ｇ
担
当
理
事
も

加
わ
り
、
「
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く

と
？
」
で
、 

と
る
コ
ツ
は
？
」
の
テ
ー
マ

で
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

第
一
部
閉
会
後
、
お
待
ち
か

ね
の
第
二
部
懇
親
会
の
開
会
で

す
。
全
国
か
ら
独
自
に
選
び
抜

い
た
複
数
の
銘
酒
、
知
る
人
ぞ

知
る
匠
の
焼
き
そ
ば
等
に
舌
鼓

し
な
が
ら
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
親
睦
を
深
め
る
事
と
な
り

ま
し
た
。"

ノ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン"

も
大
事
で
す
。 

最
後
に
、
事
務
局
皆
様
、
準

備
・
運
営
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

 

 

中
央
町
懇
談
会 

幸
町
懇
談
会 

グ
ル
ー
プ
討
議 

 

懇
談
会 
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こ
こ
で
は
「
幸
町
地
域
」
と

「
中
央
町
地
域
」
の
懇
談
会
の

様
子
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 【
幸
町 

堀
江
担
当
理
事
記
】 

11
月
28
日
（
火
）
、
幸
町
都

営
住
宅
の
集
会
所
で
会
員
22
名

と
会
長
及
び
事
務
局
か
ら
片
桐

次
長
が
出
席
し
、
久
し
ぶ
り
の

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
担
当
理
事
と
、
班
長
一

名
の
交
代
が
３
年
前
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
地
域
会
員
に

挨
拶
す
る
機
会
が
持
て
ず
に
来

ま
し
た
が
、
や
っ
と
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
長
か

ら
シ
ル
バ
ー
の
現
状
報
告
、
そ

し
て
片
桐
次
長
か
ら
は
、
シ
ル

バ
ー
の
様
子
の
話
が
あ
り
、
懇

談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

３
年
の
空
白
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
自
己
紹
介
で
、
す

っ
か
り
場
が
和
み
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
に
会
え
て
と
て
も
充
実
し

た
会
が
で
き
ま
し
た
。 

【
中
央
町 

巖
渕
担
当
理
事
記
】 

11
月
24
日
（
金
）
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
参
加
し
た
会
員
は
、
班

長
単
位
で
席
を
設
け
、
ケ
ー
キ

と
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

顔
見
知
り
に
な
る
事
を
主
体

に
、
地
域
が
近
い
方
で
の
グ
ル

ー
プ
懇
談
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 セ

ン
タ
ー
に
関
す
る
質
疑
応

答
は
担
当
理
事
が
対
応
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で

継
続
す
る
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

  

 

【
事
業
部
会 

齋
藤
理
事
記
】 

 

令
和
5
年
12
月
15
日(

金)

、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
に

於
い
て
、
4
年
ぶ
り
に
全
体
研

修
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
46
名
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
に
出
席
し
て
戴
き

ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
、
各
グ
ル

ー
プ
の
就
業
内
容
や
課
題
等
の

情
報
交
換
を
し
て
頂
き
、
一
つ

で
も
自
分
の
就
業
グ
ル
ー
プ
の

問
題
点
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
発
化
に
つ
な
が
る

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
共
有
し
て
、

活
か
し
て
戴
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
部
で
は
、
名
和
会
長
挨

拶
の
後
、
田
村
理
事
に
よ
る

「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
」
の
題
で
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
後
、
4
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
仕
事
別
Ｇ
担
当
理
事
も

加
わ
り
、
「
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く

と
？
」
で
、 

と
る
コ
ツ
は
？
」
の
テ
ー
マ

で
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

第
一
部
閉
会
後
、
お
待
ち
か

ね
の
第
二
部
懇
親
会
の
開
会
で

す
。
全
国
か
ら
独
自
に
選
び
抜

い
た
複
数
の
銘
酒
、
知
る
人
ぞ

知
る
匠
の
焼
き
そ
ば
等
に
舌
鼓

し
な
が
ら
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
親
睦
を
深
め
る
事
と
な
り

ま
し
た
。"

ノ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン"

も
大
事
で
す
。 

最
後
に
、
事
務
局
皆
様
、
準

備
・
運
営
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

 

 

中
央
町
懇
談
会 

幸
町
懇
談
会 

グ
ル
ー
プ
討
議 

 

懇
談
会 
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     令

和
6
年
２
月
３
日
（
土
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
於
い
て
、
市
議
会
厚
生
委

員
会
の
方
々
と
、
当
セ
ン
タ
ー

役
員
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

市
議
会
の
委
員
会
の
一
つ
で

あ
る
厚
生
委
員
会
は
、
「
社
会
福

祉
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

な
ど
」
を
所
掌
事
務
と
し
て
お

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
こ
と
も
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
、
現
厚
生
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
村
山
委
員

長
以
下
８
名
の
委
員
の
方
々
に

ご
出
席
を
頂
き
、
当
セ
ン
タ
ー

役
員
（
理
事
・
監
事
）
16
名
と

の
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。 

始
め
に
村
山
委
員
長
挨
拶
の

後
、
各
委
員
の
自
己
紹
介
、
そ

し
て
セ
ン
タ
ー
役
員
の
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

そ
の
後
会
長
よ
り
、
セ
ン
タ

ー
の
現
況
報
告
、
課
題
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

又
、
セ
ン
タ
ー
紹
介
ビ
デ
オ

で
、
会
員
の
就
業
実
態
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
し
て
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
３
名
の
理
事
よ

り
当
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
て
い
る

課
題
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め

ま
し
た
。 

説
明
に
合
わ
せ
て
、
仕
事
関

連
ビ
デ
オ
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

厚
生
委
員
会
メ
ン
バ
ー
か
ら

も
関
連
質
問
等
が
あ
り
、
本
懇

談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
継
続
し
て
懇
談
の

機
会
を
持
ち
、
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

こ
の
度
、
東
久
留
米
市
商
工

会
と
東
久
留
米
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
間
で
、
市
内
の
商

工
業
の
発
展
と
地
域
全
体
の
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
「
取
扱

業
務
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
ま
し
た
。 

 

『
調
印
式
〛 

・
日
時 

 

令
和
５
年
９
月
28
日(

木)
 

・
場
所 

 

商
工
会
館 

・
調
印
者 

商
工
会 

 

井
田
清
治 

会
長 

セ
ン
タ
ー 

名
和
卓
良 

会
長 

 〚
協
定
趣
旨
（
概
要
）
〛 

東
久
留
米
市
内
の
高
年
齢
者
の

就
業
機
会
の
確
保
と
提
供
。 

 
商
工
会
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
相
互
に
連
携
と
協
力
を

行
い
、
互
い
が
進
め
る
業
務
に

於
い
て
地
域
住
民
及
び
事
業
者

等
へ
の
業
務
提
供
を
円
滑
に
行

う
。 

 
 

 

協定内容説明 

調 印 式 
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夏
の
シ
ル
バ
ー
祭
り    

        

組
織
活
性
化
委
員
会 

 

 

令
和
5
年
8
月
3
日
に
４
年

振
り
に
成
美
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
外
出
は
勿

論
、
会
食
な
ど
多
く
の
こ
と
が

制
限
さ
れ
て
、
人
間
関
係
も
何

と
な
く
希
薄
に
感
じ
て
き
た
時

期
に
開
催
決
定
。
な
ん
と
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
ょ
う
！ 

 
 

参
加
者
は
61
名
で
、
内
非
会
員

は
１
名
で
し
た
。 

7
月
に
新
し
い
委
員
が
決
ま

り
、
ほ
と
ん
ど
が
未
経
験
者
で

し
た
が
、
短
時
間
で
本
番
ま
で

持
っ
て
行
く
事
が
で
き
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
当
日
は
、
事
務
局
の

協
力
に
よ
り
差
し
入
れ
や
名
物

の
焼
き
そ
ば
、
高
い
お
酒
等
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
お
料
理
の
数
々

を
用
意
し
ま
し
た
。 

 

          

受

付

、

舞

台

、

会

場

設

営
、
買
い
出
し
、
出
演
者
の
対

応
等
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
班
に

分
か
れ
て
、
大
忙
し
の
委
員
や

理
事
の
皆
様
方
達
で
し
た
。 

祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
太
鼓

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本

人
な
ら
心
が
踊
る
音
と
リ
ズ
ム

で
す
ね
。
次
は
、
マ
リ
ン
バ
と

美
し
い
歌
に
ウ
ッ
ト
リ
、
若
い

シ
ン
ガ
ー
の
お
嬢
様
に
シ
ル
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
目
が
ロ
ッ
ク
オ

ン
。
次
に
、
衣
装
が
艶
や
か
な

元
乙
女
た
ち
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が

素
敵
で
し
た
。
休
憩
、
お
食

事
、
ご
歓
談
を
楽
し
ん
だ
後
、

琉
球
舞
踏
、
社
交
ダ
ン
ス
、
そ

し
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
で

皆
さ
ん
一
緒
に
歌
を
唄
い
ま
し

た
。 

   

 

演
目
は
順
調
に
進
み
、
参
加

さ
れ
た
全
員
が
楽
し
い
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

か
た
づ
け
も
要
領
よ
く
あ
っ

と
い
う
間
に
済
み
ま
し
た
。
極

力
、
フ
ー
ド
ロ
ス
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
お
持
ち
帰
り
の
協

力
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

お
帰
り
の
際
、
口
々
に
楽
し

か
っ
た
、
参
加
し
て
良
か
っ

た
、
と
言
っ
て
頂
け
た
こ
と
が

何
よ
り
も
の
ご
褒
美
で
し
た
。 

 

西
団
地
夏
ま
つ
り
参
加 

 

令
和
5
年
７
月
15
日
～
16
日

の
２
日
間
、
西
団
地
の
中
に
あ

る
黒
目
川
の
親
水
公
園
で
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ

た
西
団
地
の
夏
祭
り
が
行
わ

れ
、
シ
ル
バ
ー
も
焼
き
そ
ば
の

屋
台
を
出
店
し
て
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
お
祭
り
と
あ
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

焼
き
そ
ば
は
、

1

4

0

0

食
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。
焼
き
そ
ば
販
売
に
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
暑

い
中
大
変
で
し
た
が
、
笑
顔
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 
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ミ
ン
グ
で
し
ょ
う
！ 

 
 

参
加
者
は
61
名
で
、
内
非
会
員

は
１
名
で
し
た
。 

7
月
に
新
し
い
委
員
が
決
ま

り
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と
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が
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験
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で
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っ
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チ
ー

ム
ワ
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で
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。
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協
力
に
よ
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差
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入
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物
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焼
き
そ
ば
、
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い
お
酒
等
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
お
料
理
の
数
々

を
用
意
し
ま
し
た
。 

 

          

受

付

、

舞

台

、

会

場

設

営
、
買
い
出
し
、
出
演
者
の
対

応
等
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
班
に

分
か
れ
て
、
大
忙
し
の
委
員
や

理
事
の
皆
様
方
達
で
し
た
。 

祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
太
鼓

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本

人
な
ら
心
が
踊
る
音
と
リ
ズ
ム

で
す
ね
。
次
は
、
マ
リ
ン
バ
と

美
し
い
歌
に
ウ
ッ
ト
リ
、
若
い

シ
ン
ガ
ー
の
お
嬢
様
に
シ
ル
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
目
が
ロ
ッ
ク
オ

ン
。
次
に
、
衣
装
が
艶
や
か
な

元
乙
女
た
ち
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が

素
敵
で
し
た
。
休
憩
、
お
食

事
、
ご
歓
談
を
楽
し
ん
だ
後
、

琉
球
舞
踏
、
社
交
ダ
ン
ス
、
そ

し
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
で

皆
さ
ん
一
緒
に
歌
を
唄
い
ま
し

た
。 

   

 

演
目
は
順
調
に
進
み
、
参
加

さ
れ
た
全
員
が
楽
し
い
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

か
た
づ
け
も
要
領
よ
く
あ
っ

と
い
う
間
に
済
み
ま
し
た
。
極

力
、
フ
ー
ド
ロ
ス
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
お
持
ち
帰
り
の
協

力
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

お
帰
り
の
際
、
口
々
に
楽
し

か
っ
た
、
参
加
し
て
良
か
っ

た
、
と
言
っ
て
頂
け
た
こ
と
が

何
よ
り
も
の
ご
褒
美
で
し
た
。 

 

西
団
地
夏
ま
つ
り
参
加 

 

令
和
5
年
７
月
15
日
～
16
日

の
２
日
間
、
西
団
地
の
中
に
あ

る
黒
目
川
の
親
水
公
園
で
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ

た
西
団
地
の
夏
祭
り
が
行
わ

れ
、
シ
ル
バ
ー
も
焼
き
そ
ば
の

屋
台
を
出
店
し
て
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
お
祭
り
と
あ
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

焼
き
そ
ば
は
、

1

4

0

0

食
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。
焼
き
そ
ば
販
売
に
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
暑

い
中
大
変
で
し
た
が
、
笑
顔
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 
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秋
の
散
策
会    

         

組
織
活
性
化
委
員
会 

 
 

 
 令

和
5
年
11
月
8
日
に
シ
ル

バ
ー
世
代
の
聖
地
、
巣
鴨
周
辺

の
散
策
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

お
誘
い
し
や
す
く
、
お
友
達

と
出
か
け
る
丁
度
良
い
場
所
で

す
。
ま
た
、
年
を
取
る
に
つ
れ

て
あ
ち
こ
ち
の
痛
み
が
気
に
な

っ
て
き
ま
す
。
せ
め
て
お
地
蔵

様
に
お
願
い
し
た
く
な
り
ま
す

ね
。 お

天
気
が
不
安
定
な
週
で
し

た
が
、
そ
の
日
だ
け
は
晴
天
。

皆
さ
ん
の
日
頃
の
心
掛
け
が
現

れ
ま
し
た
よ
。 

参
加
者
68
名
、
内
非
会
員
16

名
で
し
た
。 

東
久
留
米
駅
に
集
合
。
13
～

14

名
毎
に
グ
ル
ー
プ
を
決
め

て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
リ
ー
ダ

ー
を
配
置
、
混
雑
の
中
で
も
混

乱
す
る
事
な
く
、
手
際
よ
く
ホ

ー
ム
に
入
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
達
の
赤
い
ベ

ス
ト
の
後
ろ
姿
が
と
て
も
頼
も

し
く
見
え
ま
し
た
。 

 

              
池
袋
で
乗
り
換
え
て
、
駒
込

に
到
着
。
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

20
分
。
六
義
園
に
到
着
。
都
心

の
中
に
異
次
元
空
間
を
感
じ
ま

し
た
。

40

分
の
見
学
を
終
え

て
、
お
地
蔵
様
に
会
い
に
移
動

し
ま
し
た
。 

し
っ
か
り
と
今
年
の
心
と
体

の
ト
ゲ
を
洗
い
流
し
お
願
い
も

し
ま
し
た
。
ら
く
ら
く
コ
ー
ス

は
こ
こ
で
解
散
。 

小
腹
も
空
い
て
来
た
の
で
、

お
楽
し
み
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と

ラ
ン
チ
の
時
間
。
た
っ
ぷ
り
と

時
間
を
取
り
ま
し
た
。 

標
準
コ
ー
ス
参
加
者
は

45

名
。
ラ
ン
チ
で
元
気
回
復
。
歩

く
速
度
が
2
倍
に
な
り
、
少
し

距
離
が
あ
っ
た
の
で
す
が
旧
古

河
庭
園
と
薔
薇
鑑
賞
へ
向
か
い

ま
し
た
。
秋
バ
ラ
は
、
ほ
と
ん

ど
終
わ
り
の
印
象
で
し
た
が
、

頑
張
っ
て
咲
い
て
い
て
く
れ
ま

し
た
。 

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
会

員
、
非
会
員
を
お
誘
い
し
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
、
協
力
し
て
頂

い
た
事
務
局
、
理
事
、
元
理
事

の
お
陰
で
、
当
日
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
大

成
功
で
し
た
。 

 

 

西
団
地
祭
り
参
加 

 

令
和
5
年
8
月
6
日
～
16

日
迄
、
黒
目
川
親
水
公
園
か
ら

シ
ル
バ
ー
の
入
り
口
あ
た
り
ま

で
の
遊
歩
道
に
、
手
作
り
の
風

鈴
を
飾
っ
て
楽
し
む
「
夏
ま
つ

鈴
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
西
団

地
主
催
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
空
き
容

器
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
リ
ン

の
空
き
容
器
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

工
夫
で
、
風
鈴
を
作
り
持
ち
寄

り
、
シ
ル
バ
ー
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

期
間
中
、
台
風
に
遭
い
ま
し

た
が
、
西
団
地
の
方
が
風
鈴
を

避
難
さ
せ
て
、
無
事
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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友
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取
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に
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の
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が
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も
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く
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で
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換
え
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、
駒
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に
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。
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と
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に
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の
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の
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を
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に
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取
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2
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に
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が
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す
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と
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向
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ま
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。
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は
、
ほ
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ど
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り
の
印
象
で
し
た
が
、

頑
張
っ
て
咲
い
て
い
て
く
れ
ま

し
た
。 

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
会

員
、
非
会
員
を
お
誘
い
し
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
、
協
力
し
て
頂

い
た
事
務
局
、
理
事
、
元
理
事

の
お
陰
で
、
当
日
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
大

成
功
で
し
た
。 

 

 

西
団
地
祭
り
参
加 

 

令
和
5
年
8
月
6
日
～
16

日
迄
、
黒
目
川
親
水
公
園
か
ら

シ
ル
バ
ー
の
入
り
口
あ
た
り
ま

で
の
遊
歩
道
に
、
手
作
り
の
風

鈴
を
飾
っ
て
楽
し
む
「
夏
ま
つ

鈴
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
西
団

地
主
催
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
空
き
容

器
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
リ
ン

の
空
き
容
器
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

工
夫
で
、
風
鈴
を
作
り
持
ち
寄

り
、
シ
ル
バ
ー
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

期
間
中
、
台
風
に
遭
い
ま
し

た
が
、
西
団
地
の
方
が
風
鈴
を

避
難
さ
せ
て
、
無
事
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
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体
力
測
定
会
に
参
加
し
て 

 

令
和
５
年
９
月
15
日
（
金
）

ス
ポ
ー
セ
ン
タ
ー
で
体
力
測
定

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
開
催

場
所
が
自
宅
か
ら
近
か
っ
た
の

で
喜
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
天

気
も
上
々
・
・
。 

自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま

し
た
。
会
場
に
着
く
と
、
す
で

に
、
た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
色
々
な
種
目
の
測
定
に
、

真
剣
な
表
情
で
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
さ
っ
そ
く
身
体
測

定
、
体
力
測
定
に
と
奮
闘
し
ま

し
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｆ
の
方
に
よ
る
「
瞬
発

力
測
定
」
が
あ
り
、
自
分
の
結

果
に
、
一
喜
一
憂
！
に
ぎ
や
か

に
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
と
測
定
を
続
け
て
い

る
と
、
突
然
天
候
が
変
わ
り
、

た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
雨
、
稲

光
、
激
し
い
雷
の
音
！
会
場
内

も
２
回
パ
ッ
と
電
気
が
消
え
、

思
わ
ず
悲
鳴
を
上
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

窓
の
外
の
落
合
川
の
水
位
が

一
気
に
増
え
、
茶
色
の
濁
流
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
急
激
な

変
化
に
、
水
害
は
こ
う
し
て
起

き
る
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し

た
。
体
力
測
定
も
終
っ
て
、
小

降
り
の
中
を
帰
宅
し
ま
た
。
家

に
着
い
た
時
に
は
、
び
し
ょ
濡

れ
で
し
た
が
、
こ
の
時
ば
か
り

は
猛
暑
日
で
よ
か
っ
た
な
？
と

思
い
ま
し
た
。 

    

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
現
場
ま
で
自
転
車
で

移
動
す
る
会
員
が
多
数
お
り
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
移
動
手
段

と
し
て
利
用
し
て
い
る
自
転
車

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て

お
り
ま
す
。 

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
も
事

故
防
止
に
つ
い
て
色
々
発
信
し

て
い
ま
す
が
な
か
な
か
減
少
し

て
お
り
ま
せ
ん
。 

今
年
も
呼
び
か
け
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
自
転
車
安
全
運
転
講

習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

令
和
５
年
10
月
３
日(

火)

東

久
留
米
自
動
車
教
習
所
で
33
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 講

習
会
は
、
初
め
に
田
無
警

察
署
交
通
総
務
係
の
方
の
、
ビ

デ
オ
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
こ
こ
で
ハ
プ

ニ
ン
グ
。
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
で

映
像
が
う
ま
く
映
ら
ず
、
色
々

試
し
ま
し
た
が
解
決
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

急
遽
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
担
当
の

方
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
楽
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
好
評
で

し
た
。 

 
 

こ
の
後
の
質
問
時
間
で
は
会

員
の
方
が
沢
山
発
言
さ
れ
、
大

変
活
発
な
質
疑
応
答
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
教
習
所
コ
ー
ス

で
、
実
際
に
自
転
車
に
乗
っ
て

安
全
運
転
教
習
を
受
け
ま
し

た
。 参

加
会
員
の
方
は
、
改
め
て

安
全
運
転
が
必
要
な
こ
と
を
感

じ
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

出出水水
い で み

  照照子子  
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９
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定
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。
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Ｆ
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憂
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濡
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
現
場
ま
で
自
転
車
で

移
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す
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多
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ま
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３
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催
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こ
の
後
の
質
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変
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質
疑
応
答
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な
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。 
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と
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。 

 

 

出出水水
い で み

  照照子子  
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東
久
留
米
市 

市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
参
加 

 
令
和
５
年
11
月
11
・
12
日
の

２
日
間
、
４
年
ぶ
り
に
東
久
留

米
市
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
も
、
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向

上
と
会
員
拡
大
を
目
的
と
し
て

出
店
し
ま
し
た
。 

今
冬
一
番
の
寒
さ
と
い
う
日

で
、
お
客
さ
ん
が
集
ま
る
か
心

配
し
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

お
祭
り
と
い
う
こ
と
で
、
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。 

テ
ン
ト
内
で
は
、
新
入
会
員

の
勧
誘
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
の

紹
介
ビ
デ
オ
を
流
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
手
芸
教
室
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
手
作
り
の
作
品
を
販
売

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、

お
客
様
を
集
め
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

           

手
芸
教
室
の
作
品
も
好
評

で
、
集
客
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。 作

品
の
販
売
は
少
し
心
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
販
売
す
る
事
が
出
来
、
手

芸
教
室
サ
ー
ク
ル
と
の
連
携
は

う
ま
く
い
き
ま
し
た
。 

入
会
希
望
の
方
が
い
て
、
後

日
入
会
説
明
会
で
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
拡

大
に
少
し
成
果
が
あ
っ
た
と
、

手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

広
報
部
会
の
、
会
員
増
強
の

た
め
の
参
加
で
し
た
が
、
お
祭

り
を
十
分
に
楽
し
み
な
が
ら
、

皆
様
と
触
れ
合
え
た
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
経
験
で
あ
り
、
次

年
度
も
参
加
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー 

応
援
フ
ェ
ス
タ 

  

会
員
拡
大
を
目
的
と
し
て
、

「
東
京
し
ご
と
財
団
」
が
企
画

し
た
フ
ェ
ス
タ
が
、
令
和
５
年

11
月
30
日(

木)

、
ま
ろ
に
え
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
東
久
留
米
市
を
主
な

地
域
と
し
て
設
定
し
、
併
せ
て

近
隣
地
域
の
各
セ
ン
タ
ー
も
参

加
す
る
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

              

当
日
は
、
大
場
久
美
子
さ
ん

の
講
演
が
行
わ
れ
、
多
数
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
場
内
に

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
入
会
説
明

会
を
行
っ
た
結
果
、
９
名
が
新

規
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 広

報
部
会
と
し
て
、
今
後
も

色
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
会
員

の
拡
大
に
役
立
つ
活
動
を
行
い

ま
す
。 
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９
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        「

目
か
ら
ウ
ロ
コ
」 

  

ま
ず
は
、
“
雑
草
は
弱
い
”
、

と
い
う
話
か
ら
始
め
ま
す
。 

よ
く
「
雑
草
は
強
い
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
以
前
に
読
ん
だ

本
で
は
弱
い
の
だ
そ
う
で
す
。

弱
い
か
ら
こ
そ
、
色
々
な
戦
略

を
駆
使
し
て
生
き
延
び
る
。 

ま
た
、
雑
草
は
「
踏
ま
れ
て

も
立
ち
上
が
る
」
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
踏
ま
れ
続
け
る
と
、
も

う
立
ち
上
が
ら
な
く
な
る
。
余

計
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使
わ
ず
、

横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
も
種
子
を

残
せ
れ
ば
い
い
。
無
駄
な
こ
と

は
せ
ず
、
本
質
が
大
事
と
い
う

わ
け
で
す
。 

 
 

草
花
を
含
め
植
物
は
「
独
立

栄
養
生
物
」
で
す
が
、
動
物
は

「
従
属
栄
養
生
物
」
な
の
で
植

物
な
し
に
は
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。 人

間
は
せ
い
ぜ
い
が
、
一
〇

〇
年
の
命
、
屋
久
杉
な
ど
は
樹

齢
三
〇
〇
年
を
超
す
の
で
す
。 

ま
さ
に
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」

の
驚
異
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

  

植
物
を
相
手
に
し
て
い
る

と
、
そ
の
凄
さ
に
は
恐
れ
入
る

ば
か
り
。
毎
年
毎
年
手
入
れ
を

し
て
い
て
も
、
相
手
は
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
い
き
ま
す
。
だ
か

ら
、
植
木
屋
さ
ん
の
仕
事
は
無

く
な
り
ま
せ
ん
。 

✖ 
 

✖ 
 

✖ 

私
が
「
シ
ル
バ
ー
植
木
班
」

に
入
っ
て
六
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
な
ん
と
早
い
こ
と
よ
・
・ 

先
輩
、
後
輩
を
数
え
て
み
る

と
、
丁
度
真
ん
中
あ
た
り
の
位

置
に
な
り
ま
す
。 

植
木
班
は
庭
木
の
手
入
れ
を

す
る
わ
け
で
す
が
、
雑
然
と
し

て
い
た
庭
も
引
き
揚
げ
る
こ
ろ

に
は
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
と
明
る
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
に
感
謝
の
言

葉
を
戴
き
、
帰
路
に
就
く
こ
ろ

に
は
、
い
や
が
う
え
に
も
達
成

感
を
味
わ
え
る
の
で
す
。 

し
か
し
一
方
で
、
戸
外
で
の

仕
事
な
の
で
暑
さ
、
寒
さ
、

雨
、
風
な
ど
の
厳
し
い
気
象
条

件
も
あ
り
ま
す
。
脚
立
に
登
っ

て
の
高
所
で
の
作
業
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
安
全
第
一
で
す
。 

そ
れ
と
並
ん
で
健
康
の
大
切

さ
。
植
木
班
の
方
々
は
皆
、
元

気
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
。 

 

✖ 
 

✖ 
 

✖ 

近
年
は
、
世
界
各
地
で
自
然

災
害
や
戦
争
・
紛
争
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
モ
ロ
ッ
コ
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど

の
大
地
震
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ

シ
ア
の
戦
争
や
中
東
の
紛
争

等
々
。 

災
害
や
争
い
が
起
こ
れ
ば
植

木
（
庭
の
手
入
れ
）
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
植
木
の
仕
事

が
あ
る
こ
と
は
平
和
の
証
（
あ

か
し
）
ー
ー
。 

平
和
が
続
き
、
健
康
で
い
つ

ま
で
も
植
木
の
仕
事
が
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

植木班   
齊藤 輝夫 
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れ
を

す
る
わ
け
で
す
が
、
雑
然
と
し

て
い
た
庭
も
引
き
揚
げ
る
こ
ろ

に
は
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
と
明
る
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
に
感
謝
の
言

葉
を
戴
き
、
帰
路
に
就
く
こ
ろ

に
は
、
い
や
が
う
え
に
も
達
成

感
を
味
わ
え
る
の
で
す
。 

し
か
し
一
方
で
、
戸
外
で
の

仕
事
な
の
で
暑
さ
、
寒
さ
、

雨
、
風
な
ど
の
厳
し
い
気
象
条

件
も
あ
り
ま
す
。
脚
立
に
登
っ

て
の
高
所
で
の
作
業
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
安
全
第
一
で
す
。 

そ
れ
と
並
ん
で
健
康
の
大
切

さ
。
植
木
班
の
方
々
は
皆
、
元

気
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
。 

 

✖ 
 

✖ 
 

✖ 

近
年
は
、
世
界
各
地
で
自
然

災
害
や
戦
争
・
紛
争
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
モ
ロ
ッ
コ
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど

の
大
地
震
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ

シ
ア
の
戦
争
や
中
東
の
紛
争

等
々
。 

災
害
や
争
い
が
起
こ
れ
ば
植

木
（
庭
の
手
入
れ
）
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
植
木
の
仕
事

が
あ
る
こ
と
は
平
和
の
証
（
あ

か
し
）
ー
ー
。 

平
和
が
続
き
、
健
康
で
い
つ

ま
で
も
植
木
の
仕
事
が
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

植木班   
齊藤 輝夫 
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就
業
時
の
接
遇
に
つ
い
て 

  
以
前
よ
り
、
情
報
回
覧
や
各
種

会
議
を
通
じ
て
お
客
様
ま
た
は

会
員
同
士
の
接
遇
向
上
を
皆
様

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
事

務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ク
レ

ー
ム
内
容
を
精
査
す
る
と
、
内

容
と
し
て
就
業
に
係
る
ト
ラ
ブ

ル
や
事
故
そ
の
も
の
よ
り
も
、

そ
の
際
の
会
員
の
言
動
や
態
度

に
対
し
て
の
苦
情
が
多
く
、
あ

ま
り
改
善
が
見
ら
れ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

事
も
あ
り
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

や
考
え
方
も
繊
細
な
方
向
へ
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
就
業

現
場
で
の
会
員
の
言
動
や
態
度

に
対
し
て
は
「
な
ぜ
こ
の
程
度

で
怒
ら
れ
る
」
「
今
ま
で
通
り
し

て
い
る
の
に
、
苦
情
に
な
る
理

由
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
非

常
に
気
を
遣
う
状
況
が
増
え
て

い
る
事
は
皆
さ
ん
が
一
番
実
感

し
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

 

お
客
様
へ
の
接
し
方
や
謝
罪
の

仕
方
は
技
術
で
あ
り
（
相
手
に

寄
り
添
う
心
で
行
わ
な
い
と
伝

わ
り
ま
せ
ん
が
）
、
覚
え
て
し
ま

え
ば
難
し
い
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。 当

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
今
後
、

会
員
や
職
員
を
対
象
と
し
た
外

部
講
師
に
よ
る
接
遇
研
修
な
ど

を
開
催
予
定
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
色
々
な
物
事

が
戻
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
改
め

て
人
と
接
す
る
事
の
難
し
さ
と

喜
び
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

 

応
募
の
少
な
い 

職
種
に
つ
い
て 

 

情
報
回
覧
に
て
就
業
情
報
の
応

募
と
選
考
結
果
を
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
結
果
は
ご
存
じ
の
と

お
り
、
応
募
の
多
い
職
種
と
そ

う
で
な
い
職
種
の
二
極
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

応
募
が
少
な
い
職
種
で
も
、
就

業
さ
れ
て
い
る
会
員
は
仕
事
を

通
じ
て
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
方
が
殆
ど
で
す
。 

先
日
、
新
入
会
員
向
け
に
応
募

が
少
な
い
分
野
の
一
つ
で
も
あ

る
清
掃
関
係
の
就
業
を
し
て
い

る
会
員
の
方
を
取
材
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
会
員

の
日
々
の
就
業
に
対
す
る
想
い

が
伝
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
に

な
り
た
い
方
は
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
情
報
回
覧
の
募
集
内
容

や
文
言
が
画
一
的
で
あ
り
、
就

業
の
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
、
事

務
局
と
し
て
皆
さ
ん
の
希
望
に

沿
っ
た
就
業
開
拓
が
進
ん
で
い

な
い
事
に
も
問
題
の
根
が
あ
る

事
も
承
知
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
っ
た
事
情
も
踏
ま
え
、

昨
年
は
会
員
状
況
調
査
を
行

い
、
今
の
皆
様
の
就
業
ニ
ー
ズ

な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
併
せ
て
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

魅
力
的
な
情
報
回
覧
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
必
要
で
す
が
、
ま
ず

一
番
は
多
種
多
様
な
就
業
に
会

員
の
皆
様
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

気
持
ち
が
一
番
大
切
と
思
い
ま

す
。 ど

ん
な
就
業
も
決
し
て
楽
で
は

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
ぜ

ひ
と
も
情
報
回
覧
を
ご
覧
に
な

り
、
担
当
職
員
か
ら
そ
の
就
業

の
魅
力
的
な
と
こ
ろ
を
聞
い
て

い
た
だ
き
、
沢
山
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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会
員
の
皆
さ
ん
は
、 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ「
自
動
体
外
式
除

細
動
器
」 

 

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

又
、
操
作
が
で
き
ま
す

か
？
・・・ 

   

セ
ン
タ
ー
で
は
安
全

講
習
の
一
環
と
し
て
、

令
和
６
年
１
月

25

日

（
木
）
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
て
、

37

名

が
参
加
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

当
日
、
参
加
し
た
会

員
に
対
し
、
東
久
留
米

消
防
署
・
救
急
隊
の
３

名
の
隊
員
の
方
よ
り 

実
際
の
場
面
を
想
定

し
た
扱
い
方
を
、
丁

寧
に
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
扱
い

方
の
習
得
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
機
器
の
必

要
性
を
認
識
で
き
て

良
か
っ
た
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

  

 

編
集
後
記 

 

二二
兎兎
追追
うう
者者
だだ
けけ
がが
・・
・・
・・

⁈⁈  
  
  

 

〈
大
谷
様
に
は
及
び
も

せ
ぬ
が
、
せ
め
て
真
似

ま

ね

た

や
二
刀
流
〉 

 

 

ご
存
じ
大
谷
翔
平
選
手

に
は
、
代
名
詞
中
の
代
名

詞
と
い
う
べ
き
「
二
刀

流
」
（
残
念
な
が
ら
、
今
季

は
一
刀
流
か
）
が
実
に
よ

く
似
合
い
ま
す
。 

 
巌
流
島
の
宮
本
武
蔵
も

シ
ニ
ア
世
代
に
は
懐
か
し

い
の
で
す
が
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
驚
愕
と
い
う
イ
ン

パ
ク
ト
に
は
及
び
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

 

古
今
東
西
唯
一
無
二
、

異
次
元
の
域
に
ま
で
飛
躍

し
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
長

引
く
「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
の

払
拭
に
も
大
い
に
貢
献
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

〈
翔
タ
イ
ム
生
き
証
人
の

幸
運
は
令
和
を
生
き
る
私

た
ち
こ
そ
〉 

 

 
 

そ
の
佇
ま
い
は
爽
快
を

体
現
し
た
自
然
体
。
憧
憬

が
い
つ
し
か
、
同
じ
生
き

方
へ
の
願
望
に
変
じ
ま

す
。 さ

あ
、
「
私
だ
っ
て
“
二

刀
流
”
」
と
い
き
ま
せ
ん

か
。 二

つ
の
外
国
語
を
同
時

に
学
び
始
め
る
と
か
、
家

事
と
併
行
し
て
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
没
頭
し

て
み
る
と
か
。 

昨
今
は
「
二
兎
追
う
者

は
一
兎
を
も
得
ず
」
で
は

な
く
、
“
二
兎
追
う
者
だ
け

が
二
兎
を
得
る
”
の
だ
と

か
⁈ 

 

す
で
に
実
践
し
て
い
る

方
は
大
歓
迎
。
こ
れ
か
ら

と
い
う
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
投
稿
❘
❘
ま
ず
は
ア

イ
デ
ア
の
骨
子
だ
け
で
も

❘
❘
を
鶴
首
し
て
お
待
ち

し
ま
す
。 

〈
冷
や
水
と
言
わ
れ
て

も
や
る
二
刀
流
〉 

 
 

 

 (
加)  

 

 

　　　　【【原原則則毎毎月月第第３３水水曜曜日日　　　　１１３３時時～～　　シシルルババーー人人材材セセンンタターー会会議議室室】】

令令和和６６年年４４月月１１７７日日（（水水）） 令令和和６６年年５５月月１１５５日日（（水水）） 令令和和６６年年６６月月１１９９日日（（水水））

令令和和６６年年７７月月１１７７日日（（水水）） 令令和和６６年年８８月月２２１１日日（（水水）） 令令和和６６年年９９月月１１８８日日（（水水））
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加
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

当
日
、
参
加
し
た
会

員
に
対
し
、
東
久
留
米

消
防
署
・
救
急
隊
の
３

名
の
隊
員
の
方
よ
り 

実
際
の
場
面
を
想
定

し
た
扱
い
方
を
、
丁

寧
に
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
扱
い

方
の
習
得
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
機
器
の
必

要
性
を
認
識
で
き
て

良
か
っ
た
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

  

 

編
集
後
記 

 

二二
兎兎
追追
うう
者者
だだ
けけ
がが
・・
・・
・・

⁈⁈  
  
  

 

〈
大
谷
様
に
は
及
び
も

せ
ぬ
が
、
せ
め
て
真
似

ま

ね

た

や
二
刀
流
〉 

 

 

ご
存
じ
大
谷
翔
平
選
手

に
は
、
代
名
詞
中
の
代
名

詞
と
い
う
べ
き
「
二
刀

流
」
（
残
念
な
が
ら
、
今
季

は
一
刀
流
か
）
が
実
に
よ

く
似
合
い
ま
す
。 

 

巌
流
島
の
宮
本
武
蔵
も

シ
ニ
ア
世
代
に
は
懐
か
し

い
の
で
す
が
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
驚
愕
と
い
う
イ
ン

パ
ク
ト
に
は
及
び
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

 

古
今
東
西
唯
一
無
二
、

異
次
元
の
域
に
ま
で
飛
躍

し
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
長

引
く
「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
の

払
拭
に
も
大
い
に
貢
献
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

〈
翔
タ
イ
ム
生
き
証
人
の

幸
運
は
令
和
を
生
き
る
私

た
ち
こ
そ
〉 

 

 
 

そ
の
佇
ま
い
は
爽
快
を

体
現
し
た
自
然
体
。
憧
憬

が
い
つ
し
か
、
同
じ
生
き

方
へ
の
願
望
に
変
じ
ま

す
。 さ

あ
、
「
私
だ
っ
て
“
二

刀
流
”
」
と
い
き
ま
せ
ん

か
。 二

つ
の
外
国
語
を
同
時

に
学
び
始
め
る
と
か
、
家

事
と
併
行
し
て
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
没
頭
し

て
み
る
と
か
。 

昨
今
は
「
二
兎
追
う
者

は
一
兎
を
も
得
ず
」
で
は

な
く
、
“
二
兎
追
う
者
だ
け

が
二
兎
を
得
る
”
の
だ
と

か
⁈ 

 

す
で
に
実
践
し
て
い
る

方
は
大
歓
迎
。
こ
れ
か
ら

と
い
う
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
投
稿
❘
❘
ま
ず
は
ア

イ
デ
ア
の
骨
子
だ
け
で
も

❘
❘
を
鶴
首
し
て
お
待
ち

し
ま
す
。 

〈
冷
や
水
と
言
わ
れ
て

も
や
る
二
刀
流
〉 

 
 

 

 (

加)  

 

 

　　　　【【原原則則毎毎月月第第３３水水曜曜日日　　　　１１３３時時～～　　シシルルババーー人人材材セセンンタターー会会議議室室】】

令令和和６６年年４４月月１１７７日日（（水水）） 令令和和６６年年５５月月１１５５日日（（水水）） 令令和和６６年年６６月月１１９９日日（（水水））

令令和和６６年年７７月月１１７７日日（（水水）） 令令和和６６年年８８月月２２１１日日（（水水）） 令令和和６６年年９９月月１１８８日日（（水水））

　　　　予予約約制制ににななっってていいまますす。。『『開開催催日日２２日日前前迄迄にに予予約約ををおお願願いいししまますす』』

シシルルババーー人人材材セセンンタターーホホーームムペペーージジかからら会会員員登登録録（（仮仮入入会会））ををさされれたた方方はは、、セセンンタターーででのの

手続きが短縮されます。

令令和和６６年年４４月月以以降降のの入入会会説説明明会会日日程程表表


